














































































































































































































































 

－３－ 

 なお、本試験において、廃棄物自体の強度が低いと想定されていた塩化

ビニルホース、ケーブル、プラスチック片については、容器内面に内張り

層がなくても十分な強度があることが確認されたため、強度が高い廃棄物

として分類され、ゴム片については、本試験での収納量は少なく固型化後

の強度も期待できないことから強度が低い廃棄物として分類されている。 

②ＪＩＳＺ１６００ １種の容器内面に内張りを施した容器の荷重試験 

廃棄物は収納せずに、ＪＩＳＺ１６００ １種（１．６mm 厚）の容器内

面に３０㎜の厚みを有する硬化後強度が約２３ＭＰａ（材齢２８日後）の

モルタルの内張りを施した容器について、荷重試験が実施されている。（ 3） 

試験の結果、荷重強度１８トンまでは、耐えることが確認されている。

したがって、廃棄体は１２トン以上の耐荷重強度を有すると判断できる。 

 

３．結果 

本申請対象廃棄体は、添付書類二に示す容器に、強度の高い廃棄物のみを収納して固

型化した廃棄体であり、埋設時に受ける荷重に対して十分な強度を有している。 
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